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イカナゴ（瀬戸内海東部系群）①

図1 分布域

ふ化直後の仔魚は瀬戸
内海では海面から5m
深付近に最も多い。水
温が上昇すると潜砂し、
ほとんど活動しない夏
眠と呼ばれる状態にな
る。夏眠場所は冬季に
は産卵場となる。

図2 漁獲量の推移

1980年に過去最高の
72,765トンとなった
後は減少傾向となり、
2017年には1,480ト
ンに急減した。その
後は低い水準で推移
しており、2022年は
2,552トンであった。

図3 資源量指標値の推移

兵庫県代表漁協の船びき網によるコナ（小型の
シンコ（0歳魚））銘柄の単位努力量当たり漁
獲量（CPUE、トン/統）を標準化したものを資
源量指標値として用いた。近年は漁期が短縮し
ており、2023年までのデータが使用可能であ
る。

1989年以降、激しい増減を繰り返したが、
2011年の2.10以降は減少傾向となり、2020
年には過去最低の0.08となった。その後は0.4
付近で推移しており、2023年は0.42であった。

イカナゴは日本沿岸、黄海および東シナ海に分布し、本系群はこのうち瀬戸内海東部海域（備讃瀬戸、播磨灘、
大阪湾および紀伊水道）に分布する群である。
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本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。


















